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して 10月にロヨラの親戚で同志の 1人であるアントニオ・アラオス（Antonio Araoz）が、バルセ
ロナでロゼルに修道会認証のことを伝えたであろう、と Rahnerは推測している14。1541年 11月 8
日、かねてから病に伏していた夫のファンを亡くしたロゼルは、寡婦として自由に行動し、資産も
使えるようになった。彼女は地元バルセロナで修道女になる道を考え、友でもあるテレサ・レジャ
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ス 3世に、自分の修道誓願をロヨラが行うことを彼に命じて欲しいとの内容の手紙を 1545年の 12
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21　 ロゼルがローマで知り合った女性。すでにロヨラと親交があり、非常に敬虔な女性であったことから、修道
女でないのに関わらず、「カプチン修道女」と茶化して呼ばれることもあったという。Ebd., S.328.
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がら、女性の霊的指導に積極的に関与しようとするイエズス会士は後を絶たなかった。イエズス会
の理念に魅了された女性たちが、イエズス会に指導を求め、それに応えるイエズス会士がいたので
ある。イエズス会士に指導された女性たちの多くは半修道団体を結成し、イエズス会が勢力を増す
につれ、イエズス会に敵対する勢力から格好の攻撃材料にされる中、こうした団体に所属する女性
たちは「イエズス会女」と呼ばれ、時には大きな非難を当のイエズス会からも受けることになる。
 　以後、各地に発生した「イエズス会女」の団体の運命はそれぞれ異なる。そして、イエズス会
士たちと女性たちとの関わり方も両極端となる。歴代総長はヨーロッパ各支部に対し、何度も女性
への宗教的指導を戒める勅令を発するが、それは多くのイエズス会士が女性たちと深い関わりを
持っていたことを逆に物語っているのである。
